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支承リバイバルシステム

定　義

r支承リバイバルシステム」は、

①　支承の滑り面へ潤滑性防錆剤を注入、支承機能の回復をします

②　支承全面へブラスト処理をします
ぎごで、施工不可能であった狭陰部（きょうあいぶ）にもブラスト施工が可能です

③　ブラスト後、直ちに金属溶射（狭陰部は不可）をします

④溶射後、コーティングをします

狭陰部（きょうあいぶ）もパー．｝　　　　　　‾F uェ　　　～することで耐久性向上です

以上の工程により構成され、既設鋼製支承を長期耐久防食を行うことを目的とします。

特　徴

1．既設銅製支承を金属溶射することにより長期間防食

2．潤滑性防錆剤の注入で支承機能の回復

3．いい∵∵∵りで、施工不可能であった狭陰部（きょうあいぶ）にもブラスト施工が可能

4．狭陰部（きょうあいぶ）を※．P F　　　　　　　‘することで耐久性向上

5．複雑な形状や全ての既設鋼製支承に適用可能

6．特に腐食の影響を受けやすい桁端部も施工可能

7．塩害を受ける厳しい環境下では、フッ素樹脂塗料・ルル樹脂塗料を用いて中塗り、上塗りを行うことも可能



当主法における大きな二つの特徴

●ブラスト処理に、特殊ノズル（斜角式）を使用することで、従来は施工不可能であった狭陰部（きょうあいぶ）

も施工可能です

・150mm以上のスペースがあればブラスト施工可能

・従来は三種ケレンないし無施工であった狭陰部にも

完全なブラスト施工を行うことができます

●常温亜鉛めっき塗料を使用
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・ブラスト面はSa．2．5～3．0に仕上げ、ISO基準に

より検査を行う

・常温亜鉛めっき塗料を塗布することにより長期防食

が可能。

・狭陰部も常温亜鉛めっき塗料で仕上げます。
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溶射概要

・鋼材（鉄）より卑な電位の金属を用い、電気又は燃

焼エネルギーによって溶融し、圧縮空気などで微粒

子化して吹き付けて被膜を形成させる表面被覆法

です。

・ブラスト作業完了後、4時間以内に溶射ガンを使用

して、溶射作業を開始する。

・成膜速度が高く広い面積の素材に対する被膜の形成

が容易である。

・溶射設備が比較的小さく、可搬性に富んでいるため

現地溶射の施工が容易である。

・局所的な溶射施工が可能である。

・熱源を必要とするが、溶射施工による素材の熱変形

はない。
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施二m手順



施工寿法

①　前工程

転一・＿

②潤滑性防錆剤の注入

現場調査・足場架設・沓座面・既設支承の清掃　　　　支承の滑り面にプレッシャーガンを用いて注入充填

③　ブラスト処理（素地調整） ④金属溶射

ブラスト面はSa．2．5～3．0に仕上げ、ISO基準と対比検査　亜鉛線、亜鉛・アルミニウム合金線、アルミニウム

ト　■　巨　　メ　　　　　　　　磨　　　　け巨山　　　　　マグネシウム合金線を使用

⑤　コーティング（封孔処理十線護塗装） ⑥沓座清掃・足場撤去、後片付け、施工完了

喜を使用し、封孔処理および保護塗装を行う


